
 
 
 
 
 
 
 
 

 

皆さまにおきましては、よき新年をお迎えのことと、お慶び申し

上げます。 

2019 年は、平成の時代が終わり新たな時代の始まりの年でもあり

ます。また、豊田市にとってはラグビーワールドカップ 2019ＴＭが開

催される年であり、この世界的なビッグイベントの成功に向け皆さま

とともに取り組んでいかなくてはなりません。更には、消費税増税も

予定されており、市民の生活に影響の大きな年になると思われます。 

 その様な変化の中、今年４月に行われる統一地方選挙豊田市議会選

挙に立候補させて頂く所存でございます。皆さまの安心安全を始め、

魅力ある地域、活力ある地域にするため、精一杯取り組んで参ります

ので今後ともご支援・ご鞭撻のほどよろしくお願いします。 

 

 

 
 
特徴：とよた子育て総合支援センター｢あいあい｣が子育て支援機能の充実のため、リニューアルオ

ープンしました。豊田市産木材を活用した内装や遊具を設置し、楽しく安心して過ごせる憩いの空

間を提供します。また、関係団体や学生等と連携を強化しソフト事業の充実も図ります。 

場所： T-FACE A 館９階（豊田松坂屋） 

開館時間：火曜日・年末年始除く 午前 10 時～午後６時 

リニューアル内容：①施設全体の再配置 ②豊田市産木

材の活用 ③ソフト事業の充実 

とよたしトピックス 

　みはらしテラス 　外の背景を楽しみながら、親子が憩える空間

　よちよちゾーン 　小さな子どもが安心して遊べる空間（対象０～２歳）

　わんぱくゾーン 　のびのびと遊べる空間（対象、幼児～小学生低学年）

　せいさくゾーン 　親子で工作に取り組める空間

　サークル室

　多目的ゾーン

　事務室

施設全体の再配置

豊田市木材

を活用

　自主サークルや子育て支援セミナー等の活動室

　育児講座やイベント等を開催できる空間　（事前申込有料貸し出し）

　子育て相談、子育てサークル支援、ファミリー・サポート・センター事業等

mailto:Kou.hiate@to.at-takaoka.co.jp


 

 

 
 
 
今回の質問は、現在日本が、そして豊田市が直面している少子化問題を念頭に置き、子育て支援に

ついて質問しました。豊田市の出生率※１は近年の約 10 年で 1.59 から 1.65 と上昇傾向ですが、出
生数は、4,346 人から３,808 人と年間 500 人ほど減少しています。少子化にはさまざまな要因が
ありますが、今回は、安心して子育てが出来るための保育環境の整備について、提言を踏まえ質問
を行いました。（※１正式名は合計特殊出生率＝15～49 歳までの女性の年齢別出生率の合計） 

 
集団保育への支援について（こども園等） 

問：こども園の今後の施設整備の考えについて 

答：３歳児の就園率は８０％程度のため、無償化の影響で児童

数の増加も予想される。待機児童対策は重点項目であり、今

後の需要アンケートの結果を踏まえ必要な施設整備を行う。 

問：早朝、延長、休日保育の拡大への取組は 

答：保育師確保などの課題もある。アンケートの結果を踏ま

え、地域バランス等を考慮しメリハリをつけ取り組む。 

問：保育料無償化による財政への影響とその後の保育料は（３～５歳児が無償化の対象年齢） 

答：国と地方で協議中。仮に現行制度を継続した場合、年間 4 億円程度、財政負担が増加する。ま

た、0～2 歳児の最高額は近隣市より高が、基本料は他市よ

り低く設定。現在、延長保育などを利用した分だけ料金を

徴収する仕組みを採用しており、保護者にとって理解の得

られやすい制度のため、今後も継続していく。 

問：山間部への移住、少子化対策としての保育料の優遇 

答：公平性の観点から市内一律の保育料としており、軽減する

考えはない。山村地域等での住宅取得費用に対する補助制

度などを設けおり移住・定住の取組を継続する。 

家庭保育への支援について 

問：家庭で子どもを育てる在宅育児世帯に対しての支援状況 

答：こども園に併設された地域子育て支援センターで、子育ての悩み相談や親子で参加できるイベ

ントなどを実施。保育料軽減のような経済的支援はない。 

問：在宅育児世帯へ育児手当の創設を提言！  

鳥取県では、家で育児をする家庭への経済支援として、0 歳

の幼児一人当たり３万円の助成を行い、多様な子育て方法へ

の支援と選択肢を広げ、公平性ある事業を行っている。 

（園利用には保育料軽減補助があるが在宅育児には財政的支援がない。） 

在宅育児支援の側面的効果：０歳児就園の減少は保育士不足

や待機児童対策（年度途中含む）施設整備費など人材確保や予

算増加が抑制される。また、こどもを持ちたい家庭への経済的支援は少子化対策に期待が持て

る。この制度を参考にした支援制度の導入を提言する。 

（育休給付金を受給できない 0 歳の幼児を持つ世帯を対象にした支援制度。） 

答：在宅育児手当は子育て支援、少子化対策、待機児童対策などの効果が期待できるが、愛知県に

おいて動きはなく、女性の社会進出や財源の確保などを考慮すると直ちに導入は難しい。 

私の想い：在宅育児支援は、受給者への経済的支援だけでなく、本市全体の子育て政策においても

側面的効果が大変大きい。また、新たな課題として特別な支援が必要なこどもの保育ニーズへ

の対応なども求められている。今後、豊田市の保育環境の充実と少子化対策の大きな柱として

未来への投資につながると考える。 

12 月定例議会で一般質問登壇！ 



 

 
 

 

議案 192 号 工事請負契約の締結 －(仮称)南部一次救急診療所等－ 

医療及び福祉の充実のため(仮称)南部一次救急診療所が建設されます。当該施設は、一次救急診

療所のほか障がい者就労施設、子どもの外来療育施設の３つの機能を持つ施設となります。 

整備内容 建設地：豊田市和会町長田地内（豊田市南消防署横）総工事費：約 10 億円 

施設概要 

一次救急診療所：診療科は内科・小児科、診療日：日曜、 

祝日、お盆年末年始、午前９時～午後５時（休日に開業） 

障がい者就労施設：カフェスペース、調理室  

営業日：月曜日～土曜日、午前９時～午後５時 

子どもの外来療育施設：活動室や遊戯室、またエントラン 

 スホールを設置。屋外にも専用広場を設置 

開設日：月曜～土曜、午前８時 30 分～午後５時 15 分 

供用開始予定：2020 年秋ごろ 

 

  

 

 

 

平成 30 年 10 月 16 日（火）トヨタ系議員で構成する会派『市民フォーラム』で、大きくは３

点を国に対し要望及び陳情活動を行いました。特に道路に関しては、支援を頂いている皆さまから

大変多い声であり、国土交通省に対して円滑な市民生活のための渋滞対策を始め、企業活動の生産

性向上、災害時へ対応など道路整備に関わる予算の確保を要望しました。 
 

１．道路に関する要望：国道 153 号線豊田北バイパス、国道 155 号豊田南バイパス、国道 301 号

（野見山拡幅、松平・根引峠バイパス）国道 153 号線伊勢神改良の予算確保を要望しました。 

２．学校施設の空調に対する交付金の要望：子どもたちの安全・安心で学業に集中できる学習環境

を確保するための空調整備費用に対し、補助金の確保を要望しました。 

３．燃料電池バス補助金の要

望：水素社会の実現や燃料電

池自動車普及促進に向けた地

域の取組推進として FC バス導

入に対し補助率１/2 の確保を

要望しました。 

 

 

12 月議会での可決した議案の紹介 

豊田市の問題・課題の解消と更なる発展に向けて 



 

 

 

 

平成 30 年 11 月 23 日（火）第 55 回オールアイシン労使政策制度フォーラムが開催されまし

た。毎回、現代社会が直面するテーマを取り上げおり、今回はテーマ「みんなで考えよう人生 100

年時代」～生涯にわたり心身ともに健康で過ごすために～ と題し、筑波大学大学院 久野譜也教授

を講師としてお招きし労使、行政、参加された皆様、それぞれの立場で一緒に考え論議を行ないま

した。私も組織内議員としてパネラーを勤め、豊田市が行っている｢健康増進への取組｣ ｢人口減少・

高齢化に対応できるまちづくり｣ ｢ICT を活用した移動手段｣を

中心に豊田市の取組について報告を行ないました。 

プログラム 

第 1 部 オープニングムービー 

「人生 100 年時代 長寿社会にどう向き合う」 

基調講演「人の健康・まちの健康づくり」 久野譜也様 

第 2 部 パネルディスカッション 

「人生 100 年時代に向けて｢今｣考えたいこと」 

 

 

 

 

第 55 回オールアイシン労使政策制度フォーラム 

こうすけ Activity album 

区民みんなの体育祭で競技に参加
しました。 

徳島県三好市へサテライヤーオフィ
スの行政視察を行ないました。 

とよた子育て総合支援センターあい
あいの内覧会に出席しました。 

アイシン化工さんの ACフェスタに
稲垣候補予定者と参加しました。 

豊田地協の街頭宣伝活動で、連合なん
でも相談ダイヤルを PR しました。 

神奈川県川崎市で公契約条例につい
て行政視察を行いました。 


